
 
平成２8 年度青森市協力（連携）事業実績 

（事業名）   思春期への大学生によるピアサポート事業 

（所属・役職・氏名） 

 看護学科・ 准教授・佐藤愛、看護学科・助手・髙橋由美子、木村飛鳥 

（青森市連携部署・担当者職氏名） 

 青森市教育委員会事務局指導課 

事業内容 

※該当事業へチェック（☑）をしてください。 
☑公開講座の開催 □地域の振興に研究 
□共同研究（□事前に打ち合わせを完了している） 
□地域における学術・文化振興の振興に係る事業 
□学術定期刊行物の出版 □学術図書の出版 □その他（           ） 

事業の趣旨 

国際的手法であるピアカウンセリングを習得（大学生向け、講習受講）

し、かつ思春期世代に年齢が近い学生によるピアサポートを行うこと

で、子どもの自己解決能力向上を目指す。また、周囲の大人に対する支

援として、保護者、学校関係者向けの市民公開講座を開催する。 
本事業は平成 30 年まで継続予定であり、平成 28 年度は前年度の内容

を継続して行うことによりピアカウンセラーの増員および質の維持・向

上を図るとともに、市民公開講座の開催により思春期保健に関する啓発

を行い、思春期への支援事業としての活動を定着していく。特にピアカ

ウンセラーは大学生であり、毎年卒業していくため継続した育成が必要

である。最終的にはピアカウンセラーを増員することで活動を拡大・定

着することを目標とする。平成 29 年度はピアカウンセラーと大人（思

春期保健関係者）の交流機会を設けることを予定している。これらのこ

とにより、青森市内の思春期保健活動の充実を目指す。 

事業期間 平成２８年４月１日  ～  平成２９年３月１日 

事業実施場所 青森県立保健大学 

事業実施計画 

平成 28 年 7 月   市民公開講座開催 
平成 28 年 8～9 月 ピアカウンセラー養成講座(ベーシック)開催 
 ※土日をはさむ 4 日間 
平成 28 年 10 月  大学生によるピアルーム開設 
平成 29 年 1～2 月 大学生によるピアルーム開設 
平成 29 年 2 月 ピアカウンセラー養成講座(フォローアップ)開催 
 
※ピアルーム開設、市民公開講座開催については、青森市教育委員会か

ら各学校に周知する（打合せ済み） 
※青森市との共同事業。 



 

事業実施により

見込まれる効果

等  

（研究・教育上期待するところ、社会的意義や青森市の健康づくりへの波及効果等について記
述してください。） 

１）大学生によるピアサポート 
思春期の子どもたちをめぐる問題は様々あるが、自己決定力・問

題解決能力を高める支援として、ピアカウンセリングは WHO を始

め国際的レベルで高い評価を得ている方法である。本事業では大人

よりも身近な存在の大学生によるピアサポートにより、中・高校生

達が友人関係や性に関する悩みをより気軽に相談する機会を提供す

ることが可能であり、中・高校生達の心身の健康に寄与できると考

える。なお、本学のピアカウンセラーは日本ピアカウンセリング・

ピアエデュケーション研究会によるセミナーを受講し、ピアカウン

セラーの認定を受けた者である。ピアカウンセラーを養成し活動を

拡大することで、ピアカウンセラーに関する認知を広めることがで

き、またカウンセラー自身の活動の活性化にもつながると考える。

２）専門家による支援 
思春期の子どもたちへの支援としては、直接子どもたちに関わる

だけでなく周囲の大人（保護者、学校関係者等）に対する支援も重

要である。これらの人々を対象とした市民公開講座の開催を通して

思春期保健に関する問題提起・情報提供・関係者の交流の機会を設

けることは、大人たちへの啓発活動となりひいては思春期の子ども

たちの心身の健康づくりに寄与できると考える。 

 



 
 
平成２８年度 思春期への大学生によるピアサポート事業実績 

 
 １．実施年度 
   平成２８年度 
 
２．事業実施内容 

 １）ピアカウンセラー養成講座（前期コース）の実施 
   開催日程；平成 28 年 9 月 10～13 日（計 4 日間） 

開催場所；青森県立保健大学 
 実施状況；高村寿子氏を講師として招聘して実施した。参加者は本学学生 6 名であった。

日本ピアカウンセラー・ピアエデュケーション研究会の養成カリキュラム（前期コース）

の全てのプログラムに参加し、修了証が授与された。 
２）ピアカウンセラー養成講座（後期コース）の実施 

   開催日程；平成 29 年 2 月 4・5 日 
開催場所；青森県立保健大学 

 実施状況；高村寿子氏を講師として招聘して実施した。参加者は前期コースを修了した

本学学生のうち 6 名であった。日本ピアカウンセラー・ピアエデュケーション研究会の

養成カリキュラム（後期コース）の全てのプログラムに参加し、修了証が授与された。 
３）ピアルームの開催 
 （1）開催日程；平成 28 年 10 月 9 日（1 日間） 

    開催場所；青森県立保健大学 
実施状況；本学大学祭の期間中にピアルームを設置し、大学祭に来訪した中・高校生

を対象に活動した。参加者は 20 名であった。 
  （2）開催日程；平成 29 年 1 月 10 日 
    開催場所；青森県立保健大学 
    実施状況；大学構内にピアルームを設置して活動を行った。参加者は 5 名であった。 

４）市民公開講座の開催 
   開催日程；平成 28 年 7 月 9 日 

開催場所；青森県立保健大学 
   講演テーマ；「ネット・スマホ利用により生じた焦眉のリスクと大人の責務～ポルノ・

性情報、ネット依存・デジタル認知障害・健康被害を焦点として～」 
   講師；大谷良光氏（子どものネットリスク教育研究会 代表） 
   実施状況；上記の講師・テーマで一般市民を対象とした公開講座を実施した。参加者は

小・中・高・大学の教職員や PTA 関係者、医療福祉関係者、大学生など 39 名であった。

講演内容のアンケートによる評価は「非常に良い」75％、「良い」25％と好評であった。 
 ５）まとめ 
   本事業において思春期のピアカウンセラーを 6 名養成することができた。ピアルームも

昨年から継続して 2 回実施することができた。今後も継続的に活動してもらうことによ

り、思春期へのサポートの充実およびさらなるピアカウンセラーの養成に繋げていきた

い。 
   市民公開講座では、近年社会的問題となっているネットリスクに関するテーマで講座を

開催した。講座に参加した教育関係者がこれをきっかけとして中学校での講演を開催す

るなど大人の連携にもつなげることができ、効果的な啓発活動及び情報提供ができた。 
 
３．事業完了年月日 

   平成２９年３月１日 
 



市民公開講座の開催（2016.7.9） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ピアカウンセラー養成講座（前期コース）の開催（2016.9.10～13） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アクティブリスニングスキルのセッション 1 アクティブリスニングスキルのセッション 2 

感情の言葉さがしのセッション 1 感情の言葉さがしのセッション 2 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ・カウンセリング演習 
小集団を中心としたピアカウンセリング 

自己決定能力を高めるエクササイズ 価値討論 1 自己決定能力を高めるエクササイズ 価値討論 2 

セクシャリティ総論Ⅰ-1  セクシャリティ総論Ⅰ-2 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ピアカウンセラー養成講座（後期コース）の開催（2017.2.4～5） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セクシャリティ各論Ⅰ  セクシャリティ各論Ⅱ  

セクシャリティ各論Ⅲ  実演発表  

ピアカフェ（活動報告）1  ピアカフェ（活動報告）2  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

価値エンカウンター演習 1  価値エンカウンター演習 2  

セクシャリティ再構築 1  セクシャリティ再構築 2  


